
技 術 概 要 資 料 
 

【大分会場】 
 

１．JS ウォール堰堤工法【HR-140025-A】  

 

２．グランドエコロック-Z 工法【QS-170021-A】  

 

３．G桟橋【KT-120094-VR】 

 

４．SJS 工法(サイレンス・ジョイント・スライス)【KK-080025-V】 

 

５．SINDS_杭管理システム【SK-130001-VE】 

 

６．高効率橋梁点検車「バーリン AB シリーズ」【KT-160089-A】  

 

７．ウォーターカッター【KK-180012-A】 

 

８．「Fe プロト FAS」錆転換剤入り 1液型エポキシ樹脂応急スプレー【KK-150034-A】 

 

９．セラマックス#3000 によるコンクリート表面被覆工法【CG-140014-A】 

 

１０．FST 工法【KT-150123-VR】 

 

１１．高面圧・コンパクトゴム支承「CRB-Z」【KT-160147-A】 

 

１２．フヘキ基礎【KK-120002-A】 

 

１３．中性固化材「グリーンライム NP シリーズ」【TH-150005-A】 

 

１４．ビーズリンガーネット工法【QS-090008-VE】 

 

１５．仮締切 LPF 工法【CB-110010-VE】 

 

１６．パントレ工法【KK-160028-A】 

 

１７．ヒノダクタイルジョイントα【QS-150024-A】 

  



技術名称 ＪＳウォール堰堤工法 担当部署 防災技術部

NETIS登録番号 HR-140025-A 担当者 飯塚　幸司

社名 ＪＦＥ建材株式会社 電話番号 03-5715-7870

１．技術開発の背景

２．技術の内容

３．技術の効果

４．技術の適用範囲

５．実績（2018年9月現在）

・民間　　 　1件（九州0件、九州以外1件）

　鋼材を使用した砂防構造物は鋼製砂防構造物と呼ばれ、1960年代ごろか
ら開発され各地で導入され始めました。その後は、土石流の捕捉などを経
験し、砂防構造物として土砂災害防止に貢献してきました。
   鋼製砂防構造物には重力式堰堤があり、鋼製枠や鋼矢板等を用いたダブ
ルウォール堰堤があります。このうち、ダブルウォール堰堤は中詰材に現
地発生土砂を使用してきました。しかし、近年現地発生土砂の有効利用，
温室効果ガス削減に加え、従来の現地発生土砂を使用した堰堤より経済的
という観点から、中詰材に砂防ソイルセメントを使用したダブルウォール
堰堤が製品化され、実績を伸ばしている。そこで従来の現地発生土砂を中
詰材としたタイプに加え、砂防ソイルセメントを使用する「ＪＳウォール
堰堤」を開発しました。

　砂防堰堤に用いる上流側外部保護材(残存型枠)を従来技術のコンクリー
ト二次製品から波形鋼板パネルに変更することで、内部にソイルセメント
を打設することが可能となりました。また、内部材の砂防ソイルセメント
は堤体内部応力に抵抗できるように目標強度レベルⅢ（3.0N/mm2以上）と
ることで土石流対策用の重力式堰堤に適用できます。
　内部材には現地発生土砂を有効活用することで、従来のコンクリート堰
堤に比べ、環境負荷の低減、コスト縮減が可能となりました。

　ＪＳウォール堰堤は、以下の効果があります。
・外部保護材は、洪水時の土石流や砂礫等の直撃に対する耐衝撃性に優れ
ており、コンクリート残存型枠におけるひび割れ等の発生がありません。
・外部保護材は、上下左右の4辺をボルトで締結するので、内部材の露出を
防止できるため、内部材の土石流による磨耗や凍結融解による劣化を防止
できます。
・外部保護材は1枚が20kg程度と軽量のため、取り扱いが容易となり安全性
が向上するとともに、型枠組に熟練工を必要としないため施工性が向しま
す。
・砂防ソイルセメントは転圧タイプ（超硬練り状態）、流動タイプ（軟練
り状態）に対応できるので、現地発生土砂の適用範囲が広がります。

技 術 概 要

技術の概要

・不透過型堰堤、透過型砂防堰堤の本体及び袖部の非越流部に適用可能
・土石流中の礫の衝突エネルギーが200kN・m以下であること。

・国の機関  14件（九州0件、九州以外14件）

・自治体　　24件（九州6件、九州以外18件）



６．写真、図

●特長

●適用事例

【透過型砂防堰堤】

【不透過型砂防堰堤】

外部保護材
波形鋼板パネル

鋼製透過型砂防堰堤

波形鋼板パネル

外部保護材

波形鋼板パネル

上流側

上流側

下流側

・ 型枠機能、耐衝撃性、景観性に優れています。

・ 上下・左右を連結し壁面同士の隙間が発生しない構造です。

・ 転圧タイプ（INSEM)、流動タイプの両方のソイルセメントに適用できます。

巨石の混合状況 施工状況巨石の充填状況

【流動タイプの事例】



技　術　概　要技　術　概　要

技術名称 グランドエコロック-Ｚ工法 担当部署 SSC事業部

技　術　概　要

技術名称 グランドエコロック-Ｚ工法 担当部署 SSC事業部技術名称 グランドエコロック-Ｚ工法 担当部署 SSC事業部

NETIS登録番号 QS-170021-A 担当者 永家　昇NETIS登録番号 QS-170021-A 担当者 永家　昇NETIS登録番号 QS-170021-A 担当者 永家　昇

社名等 コウフ･フィールド㈱ 電話番号 092-481-8639社名等 コウフ･フィールド㈱ 電話番号 092-481-8639社名等 コウフ･フィールド㈱ 電話番号 092-481-8639

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機技術の概要 １．技術開発の背景及び契機

　西日本では、土系舗装の材料として真砂土（砂質土）が主に用いられます。真砂　西日本では、土系舗装の材料として真砂土（砂質土）が主に用いられます。真砂
土は施工性もよく、水捌けのよさや舗装表面のすべりも適度に得られることから、土は施工性もよく、水捌けのよさや舗装表面のすべりも適度に得られることから、土は施工性もよく、水捌けのよさや舗装表面のすべりも適度に得られることから、
スポーツ用サーフェス、多目的グラウンド・広場のサーフェスに適したものであるとスポーツ用サーフェス、多目的グラウンド・広場のサーフェスに適したものであると
いえます。しかしながら、乾燥時の塵埃、寒冷期の霜立ちによる表層の乱れや、降いえます。しかしながら、乾燥時の塵埃、寒冷期の霜立ちによる表層の乱れや、降
雨後は表面が乾くまで使用できないなどの問題点がありました。そのため、様々な雨後は表面が乾くまで使用できないなどの問題点がありました。そのため、様々な雨後は表面が乾くまで使用できないなどの問題点がありました。そのため、様々な
土壌改良剤が発表されておりますが、スポーツ・レクレーション等に供用される事土壌改良剤が発表されておりますが、スポーツ・レクレーション等に供用される事
や、雨水が周辺環境へ流れ出すことを考慮すると、人体への安全性が課題となりや、雨水が周辺環境へ流れ出すことを考慮すると、人体への安全性が課題となりや、雨水が周辺環境へ流れ出すことを考慮すると、人体への安全性が課題となり
ます。特に、学校関係のグラウンドサーフェスには極めて安全性の高い土壌改良ます。特に、学校関係のグラウンドサーフェスには極めて安全性の高い土壌改良
剤を用いた土系舗装の工法を開発しようと考えました。剤を用いた土系舗装の工法を開発しようと考えました。剤を用いた土系舗装の工法を開発しようと考えました。

２．技術の内容２．技術の内容２．技術の内容

　土系舗装（砂質土）の表層に天然ゼオライト系クレイ舗装改良材「グランドエコ　土系舗装（砂質土）の表層に天然ゼオライト系クレイ舗装改良材「グランドエコ　土系舗装（砂質土）の表層に天然ゼオライト系クレイ舗装改良材「グランドエコ
ロック-Z」と真砂土を混合し、水捌けの向上及び保水性能・防塵効果・凍結抑制効ロック-Z」と真砂土を混合し、水捌けの向上及び保水性能・防塵効果・凍結抑制効
果が期待出来る工法です。表層に規定量（改良厚10㎝の場合3kg/m2）のグランド果が期待出来る工法です。表層に規定量（改良厚10㎝の場合3kg/m2）のグランド果が期待出来る工法です。表層に規定量（改良厚10㎝の場合3kg/m2）のグランド
エコロックｰZを専用散布機で散布し、トラクターで混合しますので1次混合が不要エコロックｰZを専用散布機で散布し、トラクターで混合しますので1次混合が不要
になります（1次混合にも対応できます）。になります（1次混合にも対応できます）。
　本改良材は明るいグレー色で真砂土に混ぜるとわからなくなります。また降雨に
になります（1次混合にも対応できます）。
　本改良材は明るいグレー色で真砂土に混ぜるとわからなくなります。また降雨に　本改良材は明るいグレー色で真砂土に混ぜるとわからなくなります。また降雨に
よる改良材の流失はありません。よる改良材の流失はありません。
　本改良材に使用する天然ゼオライトは食品添加物にも認定されていて、極めて　本改良材に使用する天然ゼオライトは食品添加物にも認定されていて、極めて　本改良材に使用する天然ゼオライトは食品添加物にも認定されていて、極めて
安全性が高く、学校関係で安心して使用いただけます。安全性が高く、学校関係で安心して使用いただけます。

３．技術の効果３．技術の効果３．技術の効果

　グランドエコロックｰZは、多孔質の天然ゼオライト（島根県産）を主原料としてして　グランドエコロックｰZは、多孔質の天然ゼオライト（島根県産）を主原料としてして　グランドエコロックｰZは、多孔質の天然ゼオライト（島根県産）を主原料としてして
おり、良質な真砂土と混合することにより、土系舗装の表層に水捌け・保水性能・おり、良質な真砂土と混合することにより、土系舗装の表層に水捌け・保水性能・
防塵効果・凍結抑制効果が期待できます。防塵効果・凍結抑制効果が期待できます。
①砂質土系の表層で水捌けが良い。
防塵効果・凍結抑制効果が期待できます。
①砂質土系の表層で水捌けが良い。①砂質土系の表層で水捌けが良い。
②多孔質のゼオライトが分子レベルで保水・調湿を行うことにより、降雨後のコン②多孔質のゼオライトが分子レベルで保水・調湿を行うことにより、降雨後のコン
デション回復が早く、乾燥時の塵埃発生を抑制します。デション回復が早く、乾燥時の塵埃発生を抑制します。デション回復が早く、乾燥時の塵埃発生を抑制します。
③天然ゼオライトの遠赤外線効果により、寒冷期の霜立ちを抑制します。③天然ゼオライトの遠赤外線効果により、寒冷期の霜立ちを抑制します。

４．技術の適用範囲４．技術の適用範囲

・多目的グラウンド、学校関係のグラウンド等の土系舗装・多目的グラウンド、学校関係のグラウンド等の土系舗装
・遊歩道や園路などの土系歩道舗装工
・多目的グラウンド、学校関係のグラウンド等の土系舗装
・遊歩道や園路などの土系歩道舗装工・遊歩道や園路などの土系歩道舗装工
・公園の遊具広場、アスレチック広場、多目的広場などの土系舗装工。・公園の遊具広場、アスレチック広場、多目的広場などの土系舗装工。
特に効果の高い適用範囲特に効果の高い適用範囲特に効果の高い適用範囲
・近隣に住生活環境があり、防塵効果を高めたいとき。・近隣に住生活環境があり、防塵効果を高めたいとき。
・降雨後出来るだけ早くグラウンドコンディションを回復させたいとき。・降雨後出来るだけ早くグラウンドコンディションを回復させたいとき。
・冬期の霜立ちにより、表層が泥濘化する恐れのある場
・降雨後出来るだけ早くグラウンドコンディションを回復させたいとき。
・冬期の霜立ちにより、表層が泥濘化する恐れのある場・冬期の霜立ちにより、表層が泥濘化する恐れのある場

５．活用実績（2018年10月3１日現在）５．活用実績（2018年10月3１日現在）

国の機関　　０件国の機関　　０件
自治体　　　２４件（九州１９件、九州以外（沖縄）５件）自治体　　　２４件（九州１９件、九州以外（沖縄）５件）自治体　　　２４件（九州１９件、九州以外（沖縄）５件）
民間　　　　　２件（九州２件）民間　　　　　２件（九州２件）



６．写真・図・表６．写真・図・表

【グランドエコロック-Z】【グランドエコロック-Z】

【施工状況】【施工状況】

散布⇒混合⇒敷均し⇒転圧⇒表層仕上散布⇒混合⇒敷均し⇒転圧⇒表層仕上



紀北西道路岡野第二橋上下部工事

仮設の重要性を最も理解し進化させていきます

ヒロセG桟橋（NETIS No.:KT-120094-VR）に鋼管、 RoRo支柱をプラス

最適なご提案をいたします。 ヒロセへ是非ご相談ください。

Hi-BRIDGE工法 Hi-RoRo工法
（G桟橋+鋼管） （G桟橋+RoRo支柱）

新名神高速道路 東畦野トンネル工事

ユニット架設
ポイント

！

A-1



現場名

特　長

熊野川下流部河道浚渫工事
縦架設　最大スパン16ｍ　通年存置

現場名

特　長

近畿自動車道紀勢線和深川地区改良工事
縦架設　最大スパン18ｍ

現場名

特　長

新名神高速道路 東畦野トンネル工事仮橋F
横架設　最大スパン30ｍ

現場名

特　長

近畿自動車道紀勢線見老津トンネル工事
RoRo支柱下部は直接基礎形式（地盤改良）
Hi-RoRo工法＋Hi-BRIDGE工法組合せ

ヒロセ仮桟橋工法シリーズ

北海道支店

東 北 支 店
TEL　011-232-0587 
TEL　022-265-6204

東 京 本 店
名古屋支店

TEL　03-5634-4537 
TEL　052-588-8509

大 阪 本 店
沖 縄 支 店

TEL　06-6203-8106
TEL　098-852-7020

施工場所（山岳・河川）、時期（渇水期・通年）、重機選定等、
現場条件に合わせて、最適な提案いたします。 まずは、ご相談ください。

（ G桟橋 + 鋼管杭 ） （ G桟橋 + RoRo支柱 ）

G桟橋（NETIS No.:KT-120094-VR）+鋼管・RoRo支柱 

Hi-BRIDGE工法  　　　　Hi-RoRo工法

上部工にＧ桟橋、下部工には鋼管を使用した桟橋です。 
杭本数を大幅に削減し、上/下部工ブレスをユニット架設
する事で工期短縮を実現し、また縦架設にも対応します。

上部工にＧ桟橋、下部工にはパイプ支柱のRoRo支柱を
使用した桟橋です。 上/下部工をユニット架設する事で
工期短縮を実現し、また縦架設にも対応します。

A-2

橋梁推進部
TEL 06-6203-8106

m-tanaka
画像

m-tanaka
画像

m-tanaka
極秘

m-tanaka
長方形



１. 技術開発の背景及び契機

  伸縮装置撤去の従来工法では、ブレーカーやチッパーを使用するため、騒音・振動・粉塵等の環境

問題をかかえています。SJS工法は、これらの問題を克服した、新しい技術です。

　従来工法より圧倒的に短時間での施工、ブレーカーは不使用、チッパーによる部分整形のみでよく

静かで振動も粉塵も軽微です。夜間規制時間内に補修が出来る新工法として注目を集めています。

２. 技術の内容

SJS(サイレンス・ジョイント・スライス)工法は、特殊ワイヤーソーにより乾式水平切断を可能とした

橋梁伸縮装置撤去工法。専用のカッターブレードで作成したスリット部にワイヤーを落し込み、伸縮

装置を切断する工法で、既設床版コンクリートに損傷を与えることなく、伸縮装置のみを綺麗に取り除

く事が出来る。切断に伴い発生する汚泥及び粉塵を最小限に抑え、低振動･低騒音(騒音は最大70

db台)で、昼夜間時間帯を問わず施工を可能にした環境に優しい画期的な新技術である。施工時間

は簡易鋼製伸縮装置で8時間内、鋼製フィンガージョイントで10時間程度と短時間施工が可能である。

３. 技術の効果

①コンクリートブレーカーを使用しない低騒音・低振動工法。

⇒低騒音で夜間施工が可能に。渋滞問題低減。　

⇒振動が無く、学校・病院等の公共施設周辺でも施工可能。

⇒残存床版コンクリートにマイクロクラックを発生させない。　

⇒仕上がり面も平滑。

*コンクリートブレーカーを一切使わない工法は本工法のみ！

②交通規制条件に合わせた分割施工が可能。

⇒規制時間に合わせて分割撤去、規制時間を厳守。

③水を使わない「乾式施工」を実現。　

⇒桁下が道路や河川でも水漏れの心配無し。

４. 技術の適用範囲

・ 市街地等住宅地近傍での施工が可能。

・ 施工深さ0.25m*撤去幅1.4m迄の施工が可能。

・ 鋼製フィンガージョイントも施工が可能。

５. 活用実績(2012年4月1日～2018年10月31日現在)

・ 撤去実績数量:4260ｍ(阪神高速道路他)

技術概要

担当部署

担 当 者

電話番号

鉄構エンジニアリング部

香原　一道

06-6372-3261

技術概要書

技術名称 SJS工法(サイレンス・ジョイント・スライス)工法

NETIS登録番号 KK-080025-V

社　　　　名 日本鉄塔工業株式会社



６. 写真・図・表

ダイジェスト写真(夜間２日間施工)

③コア削孔状況 ⑦施　工　前（ワイヤーソー工） ⑪伸縮継手撤去状況

⑫伸縮継手撤去完了⑧開口部撤去完了④カッター切断状況（橋軸方向）

①施　工　前 ⑤開口部作成状況 ⑨ワイヤーソー設置完了

⑥開口部復旧状況 ⑩ワイヤーソー切断状況(プリー)②カッター切断状況（橋軸直角方向）

１日目

２日目



技術名称 SINDS_杭管理システム 担当部署 開発・営業部

NETIS登録番号 SK-130001-VE 担当者 岡田　隆夫

社名 Neo　 Jシステム株式会社 電話番号 0895-28-9030

技術の概要

国の機関　　　（九州2件　九州以外31件）

自治体　　　　（九州0件　九州以外20件）

民間　　　　　（九州0件　九州以外1件）

・システムが自動的に計測を続けるため、管理者は、同時にその他の作業
が可能となり、作業効率が向上する。
・常に、変位及び傾きを表示し、オペレータに誘導を促し、高精度打設が
期待できます。品質向上

1.技術開発の背景及び契機

　今後、我が国において生産年齢人口が減少することが予想されている
中、建設分野において、生産性向上は避けられない課題で、施工管理にお
いてICT技術の使用により企業の技術力を補い省人化・省力化ができるシ
ステムとして開発しました。

2.技術の内容

　TSを設計杭中心点に振り向かせ、定量のふり幅を以て、杭表面２か所の
座標を自動で取得し、杭中心点座標を計算し設計誤差を表示します。

　この技術により、これまで出来なかった打設中における精度の動向の把
握を数値的に確認とその帳票を作成でき、精度の向上が期待できます

5.活用実績（2018年11月15日現在）

技　術　概　要

4.技術の適用範囲

・10ｍ～150ｍの観測が有効。

・雨天・夜間は不可。

・TS1台・TS2台モデルの選択が可能。

3.技術の効果

・杭元への接近を軽減できるため、安全性の向上となる。（杭孔に墜落す
る危険性と泥土が上部から落下する危険性があります）

・配置人員の削減が出来るため、コスト縮減が期待できる。省人化（労働者不足を解消）

・帳表作成までの一元化機能により作業が現場内で完結するため、省力化となる。



従来法による垂直度管理

2名の管理者が縦方向及び横方向から確認を行います。

新技術　SINDSを利用した管理方法

概念1 ノンプリズム方式による自動追尾計測
機械誘導から打設完了まで、計測を繰り返し垂直度及び変位の監視を行う。

ハイスピードな観測用に開発

　湾岸施工など目標点が設置できな
い現場や、素早く修正の必要な現場
（工法）で提案しています。

　連続的な監視が出来るため、高精
度打設が可能となりました。

6.写真・図・表

　打設機械側には、一時的に誘導補
助員が必要

　一時的に管理者のシステム操作人
員が必要

　一時的に管理者のシステム操作人
員が必要
　打設機械側には、一時的に誘導補
助員が必要

　打設完了後、地盤を掘削し従来の測量技術により杭中心点の位置確認を行う。（出来形帳票
は、現場から測量データを持ち帰ってから計算を行い、資料を作成します）

　TS１台により杭元２点及び上端２
点の杭表面座標を取得し、変位を調
べる

　システム利用における人員削減
と、従来出来なかった杭深度毎の変
位記録が可能となり、打設完了後直
ちにその帳表を現場において作成で
きることから、省人化・省力化が可
能となりました。

　連続的な監視が出来るため、高精
度打設が可能となりました。

従来法による垂直度確認

観測点Ⅰ

観測点Ⅱ

2観測点法概念図

観測点Ⅰ
観測点Ⅱ

オペレータ確認モニター

*親機との双方向機能有り

*変位図形と誘導量表示

1観測点法概念図

観測点Ⅰ

オペレータ確認モニター

*親機との双方向機能有り

*変位図形と誘導量表示

自動観測機能により、管理者はシステムから離れ、その他の作業が可能

自動観測機能により、管理者はシステムから離れ、その他の作業が可能



技術名称  高効率橋梁点検車「バーリンABシリーズ」 担当部署  機械・資材部　特殊車両・設備資材課

ＮＥＴＩＳ登録番号  ＫＴ－１６００８９－Ａ 担当者  水野　真之

社名  株式会社JALUX 電話番号  03-6367-8741

技術の概要 1.技術概要

これまでの大型橋梁点検車は、作業装置を展開する際にアウトリガを張出し車体を固定することで

作業装置の反力をとり、橋梁の桁等に作業装置を回り込ませているが、アウトリガを張るため

車体幅に加えて約１メートルの幅が必要となり、路肩の狭い橋梁においては車線以上の規制となり

片側１車線の橋梁では、点検時に通行止めとなる事も想定されている。

また、路肩等に排水設備などがある場合は、当該設備が破損しないように敷鉄板等での養生が

必須となり、時間や費用がプラスで掛かる場合もあった。

本技術は張出さず車体幅を超えないゴムタイヤ式アウトリガ（以下スタビライザー）を用いて車体の

バランスをとり、作業装置を展開する橋梁点検車であり、路肩の狭い橋梁においても最小限の

交通規制にて点検を実施することが出来るため、安全性が向上し路肩や排水設備への養生も

必要ないため、時間、費用ともに高効率で橋梁点検が実施できる車両である。

作業装置を展開したまま前後に移動する際は、これまでの大型橋梁点検車はアクセル＆クラッチ

での移動であり、半クラッチを多用することでクラッチ部品の消耗が早くなり、また操作ミス等

による急な動きの可能性も否定できないが、本技術の橋梁点検車は油圧モーターによる

微速走行システムを採用し、スムーズな点検作業が可能になるため

前述の最小限の交通規制の安全性と併せ、施工性及び経済性が向上し、高効率の橋梁点検が

可能となる橋梁点検車である。

2.技術の適用範囲

高効率橋梁点検車「バーリンＡＢシリーズ」は、検査対象の橋梁に合わせた設計が可能である。

2017年10月時点で、機種によっては５メートル幅の歩道を越えて作業装置を展開することが

可能な機種が既に日本で導入されている。

また、高速道路用では4.5メートルの遮音壁を越えて展開できる歩廊式の橋梁点検車も

導入されるなど、検査対象に合わせた設計が出来るのも特徴の一つである。

3.活用実積（納車実績）

建機レンタル企業向け

九州：ＡＢＣタイプ（歩廊式）橋梁点検車　１台（福岡ナンバー）

関西：ＡＢタイプ（ブーム式）橋梁点検車　２台

　　　　ＡＢＣタイプ（歩廊式）橋梁点検車　１台

関東：ＡＢタイプ（ブーム式）橋梁点検車　１台

　　　　ＡＢＣタイプ（歩廊式）橋梁点検車　１台

合計６台が稼働中です。

技 術 概 要



4.写真

スタビライザー（ゴムタイヤ式アウトリガ）

敷鉄板

アウトリガ

幅員の狭い橋梁での点検風景で

す。

アウトリガーを張る橋梁点検車で

はこのような橋梁は通行止めにし

て

点検するしかありませんが、バー

リンなら車体幅で点検が出来ま



技術名称 ウォーターカッター 担当部署 アオイ化学工業㈱　開発部

NETIS登録番号  KK-180012-A 担当者 武延 芳治

社名等 アオイ化学工業㈱ 電話番号 082-877-1341

技術の概要

国の機関　　 2件　（九州　　0件　、九州以外　2件　）　
自治体　　　85件　（九州　　2件　、九州以外　83件　）　
民　 間　　　　6件　（九州　　0件　、九州以外　6件　）　

２．技術の内容

５．活用実績

　近年橋梁桁端部に雨水等で水が浸透し、鉄筋が腐食・膨張が生じコンクリートが剥落する現象が多く
見られてきています。元々は、切欠きにより水切り部を設けておりましたが、鉄筋のかぶり不足により、
腐食しやすい状況となっておりました。
　本製品は橋梁補修工事時に橋梁の長寿命化を目指し端部に設置、裏面への水の回り込みを予防す
る水切り材です。本製品では、耐候性に優れ、非常に軽いEPDMゴム発泡体を使用することにより、長期
的に水の浸透を防止します。

　ウォーターカッターは、EPDMゴム発泡体を押し出し成型により方向性の無い製品としております。
　また、同梱されている専用の取付け治具と１液型接着剤(エポボンド1CH)で接着させるだけの簡単施工
となっております。
　ウォーターカッターには、設置後の落下が起きないように接着面に引っ掛かりを生じさせる凹みを施し
てあり、非常に軽量なため落下のリスクが大きく低減をしております。
　専用の治具は、そのまま取付ける際にも使用が出来、軽量である為施工的にともなう負担が少なく
なっておりますので、どなたでも施工でいる製品となっています。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　

３．技術の効果

　本製品は、耐候性の良いＥＰＤＭゴムを採用しており、長期間にわたって雨水等の侵入を阻止します。
　また、柔軟性がありますので、施工面の凹凸に追従し、水みちを防ぎます。
　接着剤は、1液性のエポキシ接着剤を使用しておりますので、長期的に接着を有します。
　また非常に軽い発泡体で出来ておりますので、橋梁端部設置後に落下した際の第三者被害の可能性
も少なくなります。

４．技術の適用範囲

適用範囲としては、
・コンクリート構造物で水を回したくない所
・橋梁桁端部の水切り部に
となります。
※ただし、外気温が5度以上かつ湿度85%以下の範囲での施工条件となり、降雨・降雪時は適用外となり
ます。



６．写真・図・表
　　<設置状況>

　　<用途>

　<本製品特長>



技 術 名 称

NETIS 登 録 番 号 KK-150034-A
担
当
者

平良　一夫

社 名 等 株式会社セラアンドアース

電
話
番
号

０６－６６４７－３３１３

１．技術開発の背景及び契機

２．技術の内容

３．技術の効果

４．技術の適用範囲

５．施工実績

「FeプロトFAS」錆転換剤入り1液型エポキシ樹脂応急スプレー　

技　術　概　要

老朽化する土木構造物の予防保全・長寿命化対策として、点検時に応急塗装
を行い、適時適切な時期に本補修を行うまでの補修剤です。

点検時などで発見した腐食した鉄筋や鋼構造物、コンクリート剥落面を、点検
時等で出来うる簡易な下処理下でも長期間の防錆とコンクリート表面保護を同
時に行える 『錆転換剤入り1液型エポキシ樹脂スプレー』 で、点検時等の限ら
れた時間の中で　耐久性の高い応急補修ができる技術である。

点検時等における応急補修材として使用することにより、長期の鋼材の腐食抑
制、コンクリートの中性化の進行抑制、構造物の劣化抑制及びコンクリートの
剥落リスクの軽減効果が期待される。
また、点検から次期点検までの間又は点検から補修工事発注・着手までの間
の劣化進行の抑制が図られ、構造物全体のライフサイクルの延長に繋がるメ
リットがある。

技 術 の 概 要

①適用可能な範囲
・コンクリート構造物、鋼構造物、トンネル覆工の点検で予防保全段階
(経過観察)程度の損傷
②特に効果の高い適用範囲
・鉄筋が露出したコンクリート構造物
・コンクリートの軽微なひび割れ
③適用できない範囲
・応力破壊が考えられる損傷箇所
・施工時に水に曝されている場所
④適用にあたり、関係する基準およびその引用元
・鉄筋コンクリート造建築物の耐久性調査・診断および補修指針(案)・同解説、
日本建築学会、p186-194,1997.1

民間企業（高速道路関係、鉄道関係）



６.写真・試験状況・図



技 術 名 称

NETIS 登 録 番 号 CG-140014-A
担
当
者

太田　哲寛

社 名 等 一般社団法人無機質コーティング協会

電
話
番
号

０６－６６４７－３３１２

１．技術開発の背景及び契機

２．技術の内容

３．技術の効果

４．技術の適用範囲

セラマックス＃３０００によるコンクリート表面被覆工法

技　術　概　要

コンクリート構造物の保護は、表面被覆を行うことが最大の予防である。
老朽化する土木構造物の予防保全・長寿命化対策として、今後、莫大な維持
修繕費が見込まれる。
従来の工法では、紫外線等の耐候性が乏しく、コンクリート構造物の経年劣化
を長期に亘り保護することが難しかった。
この度、紫外線に強く、塩害・中性化抑制の特色を持つ無機質塗料の開発に
成功した結果、ライフサイクルコストの縮減・省工程・工期短縮・環境適応が可
能に成った。

無機質塗料を使用した工法で、塗膜は紫外線に強く、塩害・中性化抑制効果、
水蒸気透過性を備え、コンクリート構造物劣化防止工法で大幅なＬＣＣの縮減
を可能にする　　工法。無溶剤なので環境にも優しい材料です。また不燃材料
であり、火災時に有害ガスが発生しないので、トンネル内装にも適用できます。

・下塗後、2時間程度で上塗できる為、工程の待ち時間がありません。
・工程数を減らし、さらに塗装間隔を2時間程度で可能にした為、1日施工が可
能で、工期短縮(75%短縮)、交通規制日数の短縮が期待できます。
・無機質塗膜を形成する為、紫外線に強く、長期の景観・保護機能の保持が期
待できます。
・無溶剤塗料の為、環境への負荷軽減が期待できます。
・1液性塗料の為、2液性塗料のような、計量ミス等誤作業の可能性がなくなり
ます。
・不燃性試験、ガス有害性試験に合格している為、火災時の延焼防止と共に、
特にトンネル内において有害ガスによる災害防止が期待できます。

技 術 の 概 要

・擁壁、橋脚、壁高欄、桁等のコンクリート構造物の表面被覆
・コンクリート構造物の景観対策
・トンネル内における内装パネル、タイル工法にかわる塗装



６.写真・試験状況・図

中性化抵抗性試験状況

（上面が塗付、下面が未塗付） バーナーで炙っても延焼しません

九州自動車道 既設 内装板撤去後（直塗）施工：Ｈ25.11

新設トンネル内装塗装工法・直塗り

既設トンネル内装塗装工法・下地調整材

首都高擁壁塗装工事 施工：H21.4ＪＲ東日本 市川高架橋 施工：H25.5

舞鶴若狭道 新設 （直塗）施工：Ｈ23.3



担当部署
担当者
電話番号

国の機関 18件
自治体 182件
民間 1278件
計 1478件

技術概要
技術名称 FST工法 FSテクニカル株式会社九州営業所　所長

NETIS登録番号 KT-150123-VR 桐ヶ谷　卓

（九州56件、九州以外1222件）  

社名等 FSテクニカル株式会社 092-406-6953
技術の概要 １．技術開発の背景及び契機

　既存RC造内外壁の下地モルタル等剥落防止工事で採用されているアンカーピン
ニング部分エポキシ樹脂注入工法は、これまで振動ドリル、従来ノズル、全ネジ切
りボルトを使用していましたが、以下に記す問題点が有り、その解決が急務となっ
ていました。同問題点は①穿孔時＝振動、騒音、粉塵の発生、粉塵による剥離部
への詰まりの発生、粉塵詰まりによる注入不良の発生、仕上面の破壊②樹脂注入
時＝躯体部に注入できない(孔内奥部空気溜りによる注入不良)、多層浮きへの注
入ができない、共浮きの発生、目地部への注入はタイル陶片浮きに効果がない③
ピンについて＝全ネジ切りボルトで仕上処理等が必要、ピンの抜け落ち防止策が
ない―などで、これまでタイル陶片浮きの補修工事は概ね張替えで行い、または注
入口付アンカーピンによる施工でも対応していました。

２．技術の内容

　本技術は専用機材を使用するアンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法
で、振動ドリルの使用からFSドリルT-2の使用に変え、また従来ノズルの使用から
FSノズルの使用に変え、さらに全ネジ切りボルトの使用からラージネックピンの使
用に変えました。本技術の活用により、低騒音、低振動、無粉塵で穿孔が行え、躯
体および如何なる多層空隙にも樹脂注入が行え、高意匠性の仕上げも可能になる
など、これまでの問題点をすべて解決し、直接タイルに施工することが可能になり
ました。

３．技術の効果

　FSドリルT-2の使用に変えたことにより、仕上面を破壊することなく直接タイルに
穿孔でき、粉塵の液体化・吸引機能により0.1mmの浮き層にも樹脂注入が可能に
なり施工性の向上が図れ、また低騒音、低振動、無粉塵で施工できる為、周辺環
境及び作業環境への影響低減が図れるようになりました。
　FSノズルの使用に変えたことにより、共浮きを発生させず躯体部から順次如何な
る多層浮きにも注入が行え、また樹脂を溢れさせず、仕上面に汚れ、浮き等が無い
ことなどからも、品質の向上が図れるようになりました。
　FSドリルT-2、FSノズル、ラージネックピンの使用に変えたことにより、樹脂、ピン、
孔内及び浮き層が一体化している為、寒冷地でも冬季に凍害によるピンの浮き出
し等を発生させない為、耐久性の向上(品質の向上)が図れ、さらに震度7を記録し
た東日本大震災でも剥落が無かった事例が多数存在し、同様に熊本地震でも剥落
が無かった事例が報告されていることからも、品質の向上が図れるようになりまし
た。
　本技術は従来技術に比べてコスト高となりますが、共浮きを発生させず多層浮き
への注入ができ、仕上面処理等が不要であることなどから工期が2日で完了する
為、本工事の仮設費、管理費等の削減が期待できます。なお、従来技術は未加入
ですが、生産物賠償責任保険(10年間、対人・対物10億円)に加入し、建物所有者・
居住者らに対して信頼性の向上が図れます。
  さらに、本技術による石張壁の改修工法(FSコラム工法)は、石板と躯体の空間部
にエポキシ樹脂柱を形成することで、固定強度を確保でき、石板を張替えることなく
石張壁を生かした仕上げができるようになりました。

４．技術の適用範囲

　既存RC造内外壁面のモルタル、タイル等の浮き補修、剥落防止工事等及び石版
等の落下防止工事等に適用できます。
　効果の高い適用範囲は、①文化財等歴史的建築物の改修工事②低騒音、低振
動、無粉塵が要求される病院施設、建築物等の改修工事③既存RC造外壁改修工
事で、確実な施工を必要とする工事―以上です。

５．活用実績（2018年9月30日現在 　　延べ物件数）

（九州2件、    九州以外16件）
（九州27件、九州以外 155件）  

（九州85件、九州以外1393件）



６．写真等

　　　　　FST工法専用機材等 　　　　樹脂注入状況についてノズルの性能比較

上から、FSドリルＴ－２（低振動、60.9dBaと低騒音、無粉
塵で施工できる）、FSノズル（ノズルを手動で稼動させ、確
実に躯体に注入した後、順に各浮き層に注入できる。共
浮き防止機能付き）、ラージネックピン（施工時の納まりが
良く、キャップに塗色したことで高意匠性の仕上ができ
る。5⏀ピン引抜き強度7000N以上/1本当り）

FSノズルは躯体および全ての浮き層に樹脂注入できる
底部注入ノズル（ニュークイック）は二層浮きから注入不良が発生

従来ノズルは孔内奥部空気溜りの影響で躯体に注入できない

振動ドリルを用いた樹脂注入試験の結果（建材試験センター）
粉塵詰りが解消されず、0.1～0.4mmの浮き層に注入できず、0.5～0.6mmの浮き層でも注入不良が発生

　 樹脂注入状況についてドリルの性能比較〈建材試験センター、品質性能試験報告書）

　ＦＳドリルＴ-2を用いた樹脂注入試験の結果（建材試験センター）
粉塵の液体化・吸引機能により0.1mmの浮き層にも樹脂注入が可能



技術名称 高面圧・コンパクトゴム支承（CRB-Z） 担当部署 橋梁技術課

NETIS登録番号 KT-160147-A 担当者 田村　淳

会　社　名 東京ファブリック工業株式会社 電話番号 03-5339-0839

技術の概要 １．技術開発の背景

２．技術の内容

３．技術の効果

４．技術の適用範囲

　支承最大反力17000kN以下の固定・可動支承および多点固定支承。

５．活用実績（2018年3月現在）

　国の機関　 4 件　（九州  1 件、九州以外  3 件）

　自治体 　　25 件　（九州 0 件、九州以外 25 件）

　民　間　　　 1 件　（九州  1 件、九州以外  1 件）

技　術　概　要

大規模地震に対して、支承構造の重要性が高まっており、十分な耐力を確保するシンプ
ルかつコンパクトな構造で維持管理性に優れる支承構造が求められています。
また、サイドブロック、ピンチプレート構造という様に複数の鋼製部材で構成されているた
め、支承構造の大型化、質量の増加が問題でした。
弊社は、これらの要求性能を満たすために研究開発を行い、ここにハイコストパフォーマ
ンスの高面圧でコンパクトな支承構造をご提案いたします。

ゴム支承の内部補強を鋼板（SS400）からCFRPに変え、水平力および上揚力に抵抗する
部材を従来のサイドブロック、ピンチプレート構造から拘束リングプレート構造に変えたこ
とから次の効果が期待されます。

（１）経済性の向上
　　補強板の厚さを低減、鋼部材が低減できる。

（２）施工性の向上
　　支承と鋼部材の平面形状を低減し、施工スペースを減少できる。

（３）省資源化の向上
　　支承と鋼部材の質量が低減できる。

（４）適用範囲の向上
　　支承高さが低減でき、既設橋への適用範囲の向上が図れます。

（１）CRBパッド内部の補強板を高強度新素材である『炭素繊維強化プラスチック
（CFRP）』とし、さらにクサビ形状にすることで高面圧（25N/mm2）支承を実現した。

（２）CRBパッドの周囲に設置された『拘束リングプレート』と上沓を円錐状にかみ合わせる
ことにより、少ない部材であらゆる方向の荷重を支持できるオールインワン構造を可能と
した。

（３）コンパクト化したCRBパッドと荷重を一括支持する鋼製部品を組み合わせたシンプル
な構造である。



６．概　要　図

図-１ CRBパッド

ゴム 補強板（ＣＦＲＰ）

図-２ 上沓と拘束リングプレート

写-１ 支承据え付け状況

図-３ 固定支承構成部材







技術名称
中性固化材
「グリ－ンライムNPシリーズ」

担当部署 カルシア関連事業部

NETIS登録番号 TH-150005-A 担当者 河野　隆司

社名等 宇部マテリアルズ㈱ 電話番号 0837-52-0178

技術の概要

国の機関　 16　件　（九州　　0件　、九州以外　16件　）　
自治体　　　11　件　（九州　　0件　、九州以外　11件　）　
民　 間      12　件　（九州　　1件　、九州以外　11件　）　

３．技術の効果

・強度発現性 ： 細粒土(ローム)においては、高炉セメント等よりも一軸圧縮やコーン試験等で優れ
た効果
                    を発揮する場合もあります。(対象土により異なる場合はあります)
・pH試験      ： 排水基準のpH5.8～8.6の基準値内で固化性能を発揮します。
・植生効果    ： 発芽と生育が期待できます。

４．技術の適用範囲

・建設発生土砂の中性域における改質
・築堤改良(防災緑地帯、河川堤防)
・農地改良(圃場の嵩上げ、農道改良)
・盛土改良(法面緑化、宅地造成)

２．技術の内容

５．活用実績

軟弱地盤改良、建設発生土の改質では、一般的にセメントや石灰などのアルカリ系原料が多く用い
られていますが、一時的に改質土のＰＨが上昇してしまいます。、
昨今では、建設発生土の受入基準にＰＨが管理基準に加えられるなど、幅広い有効活用の観点で
は、水質や植生にも配慮した中性域による改良材が求められるようになりました。
既存の中性固化材では、ＰＨが抑制されても所要強度の発現が得られないなどの課題を有してお
り、強度発現に寄与する酸化マグネシウムを原料に用いて中性固化材の開発を実施しました。

海水中のマグネシウムからマグネシアクリンカ－を生成する国内唯一のメ－カ－です。
その知見を活かし、鉱物系マグシウムを主原料とした、中性域で高い強度発現性が可能な中性固
化材を実現しました。
希少種が生息する河川へのpH対策、隣接する耕作地への生育対策などに有効です。
又、中性域で改質を行うことで、高アルカリ域で溶出が危惧される重金属の再溶出抑制にも効果が
期待できます。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 



６．写真・図・表

① グリ－ンライムNPによる強度発現(例)

「コ－ン指数試験」 　　　　 　　「一軸圧縮試験」

② グリ－ンライムNPによるpHの変化(例)

「pHの挙動：材令7日」 　　　　　 　「pHの挙動 ：長期」

(3) グリ－ンライムNPによる施工(例)

「水質対策：ため池堤体改良」 　　　　　 　「植生対策 ： 路体盛土改良」



技術名称 ビーズリンガーネット工法 担当部署 株式会社ライテク　福岡事務所

NETIS登録番号 No.QS-090008-VE 担当者 長野　公一

社名等 ビーズリンガーネット工法研究会 電話番号 092-282-8573

技術の概要

国の機関　 　 11件　（九州　 1件　、九州以外　 10件　）　
自治体　     348件　（九州 115件　、九州以外　233件　）　
民　 間　 　　 1件　（九州　 0件　、九州以外　  1件　）　
その他　       2件　（九州　 1件　、九州以外　  1件　）　

２．技術の内容

５．活用実績　（2018年 9月 30日現在）

　我が国で用いられる落石対策工のうち、ポケット式落石防護網は、これまで数多くの
落石危険箇所に用いられてきた。しかし、ポケット式落石防護網が対応可能な落石エ
ネルギーは150kJ程度であり、それを超えるような規模の落石エネルギーに対応可能
な工法が求められていた。近年、数多くの落石対策工法が開発されている中で、実規
模実証実験により落石捕捉性能を確認した安全性の高い工法としてビーズリンガー
ネット工法を開発した。

　ビーズリンガーネット工法は、滑車構造や緩衝装置等、独自の緩衝機構により最大
1300kJレベルの落石エネルギーに対応可能な高エネルギー吸収型ポケット式落石防
護網である。平成29年12月に改訂された「落石対策便覧」の“実験による性能検証法”
に適合した実規模実証実験において落石捕捉性能を確認した工法である。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要　（様式）

３．技術の効果

・支柱と吊アンカー部にバランス金具（滑車構造）を用いて支持ロープを連続させること
により、落石荷重をネット全体に分散させる構造となっている。
・ビーズリング、ＫＴ装置の２種類の緩衝装置は、吸収エネルギーの増大効果だけでな
く、アンカーおよびワイヤーロープに作用する荷重を低減する効果も有する。
・型式は部材規格の組合せによってＳＳ・Ｓ・Ｍ・Ｌの３タイプがあり、設計条件に合わせ
た経済的な計画が可能である。

４．技術の適用範囲

・自然斜面、人工斜面によらず、落石発生の危険性が高い比較的急勾配の斜面
・条件により異なるが、落石エネルギーの適応範囲は1300kJ程度まで対応可能
・崩壊土砂が想定される斜面や豪雪地域以外



６．写真・図・表

図1 エネルギー吸収機構

写真3 実験写真(連続)

写真4 実験写真

図2 実験概要図

平成29年12月に改訂された「落⽯対策便覧」の

“実験による性能検証法”に適合した実験において性能を確認

SSタイプ：410.5kJ，Sタイプ：715.8kJ，Mタイプ：1000.9kJ，

Lタイプ：1316.0kJ

実規模実証実験により

落石捕捉性能が確認された工法

写真1 施工実績(日田市上津江町)

写真2 施工実績(⼋⼥市⽮部村)



 

技術名称 
仮締切ＬＰＦ工法 
(ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄの水中仮締切工法) 

担当部署 第二工事部 

NETIS 登録番号 CB-110010-VE 担当者 森山 栄二 

社名 ㈱日本海洋サービス 電話番号 072-229-5480 

技術の概要 １．  技術開発の背景及び契機 

ライナープレート（以下ＬＰ）を使用した仮締切方法は従来より

施工されていたが、作業環境（水の濁り・流速）や熟練潜水士の技

量に左右され止水性・工程管理および熟練技能者の減少が課題であ

った。また、台船上を組立てる方法では水位変動による桁下作業空

間の確保や各台船の高さ調整及び揺動が課題であった。 

上記の課題を解決するため、橋脚に設置する格納式組立架台のプ

ラットフォームとその施工方法を確立し実用化した。 

２．技術の内容 

水中に既存する橋脚の補強・補修時の気中空間を確保する仮締切

工法である。 

橋脚水面上にプラットフォーム（格納式組立架台［以下ＰＦ］）

を設置し、ＬＰを複数段組立て（標準：3 段/1 ﾛｯﾄ[1.50m]）吊冶具

により 50 ㎝程度吊り上げる。次にＰＦの先端を格納しＬＰを吊降ろ

し水中で 1 ﾛｯﾄﾞ目は基礎に設置、2 ﾛｯﾄﾞ目以降は下部ﾛｯﾄﾞと水中接

続する。それを繰り返し規定高さまで組立てる仮締切工法である。 
構成部材 

①  仮締切材 ：水密性ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ・補強ﾘﾝｸﾞ・止水ｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ・切梁 

②  吊冶具  ：吊上げ部材/Ｈ型鋼・電動ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸで構成 

③  ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ ：組立架台/Ｈ型鋼の格納構造 

④  止水ｺﾝｸﾘｰﾄ：基礎と仮締切の接合・浮き上り防止/水中不分離性

ｺﾝｸﾘｰﾄ・異形鉄筋ｱﾝｶｰ 

３．技術の効果 

①  品質：水中での作業が低減されるため止水性が向上し、内空間が

均一に確保できる。 

②  安全：水中作業が軽減し潜水災害を防止でき、組立架台が安定す

ることで転落災害を防止できる。 

③  施工：水中接続が簡素化し熟練潜水士を必要としない。 

④  工程：形状精度が高く水中作業を短縮できるため工程管理が容易

である。部材は工場製作で 1 か月程度で搬入可能。 

４．技術の適用範囲 

・流速：0.4ｍ/s 程度以下（水中施工時の流速、減流対策で対応） 

・水面より H=1.5m 以上の桁下空間必要 

・水深 H=15.0ｍ以下（実験結果より） 

・プラットフォームが設置可能な構造 

５．活用実績（2018 年 9 月現在） 

国の期間   7 件（九州３件、九州以外４件） 

自治体 ２７件（九州４件、九州以外２３件） 

民間      ４件（九州１件、九州以外３件） 

 

 



 

Ⅱ．写真・図・表 

 

     写真―１ 小判形組立状況              写真―２ 円形組立状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                図―１ 部材構成図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    写真―3 施工ステップ  

吊冶具 

プラットフォーム 

調整ｺﾝｸﾘｰﾄ 
止水ｺﾝｸﾘｰﾄ 

仮締切材 



技術名称 パントレ工法 担当部署 マーケティング部

NETIS登録番号 KK-160028-A 担当者 津野　誠司

社名 好川産業株式会社 電話番号 06-6538-3951

技術の概要
　近年、高度経済成長期に建設された建造物や、構造物の建替時期を迎えており、橋梁の
耐震化や、補修工事の需要が高まっている。
　塗料には、耐久性能を向上させる目的等から、鉛やクロム、ＰＣＢ等の有害物が含まれて
いるものもあり、これらは人体に対する毒性が非常に強く、発がん性がある他、皮膚障害や
内臓疾患などを引き起こす事例もある。
　塗料の塗替には、旧塗膜を除去する必要があるが、鉛等有害物質が含まれている塗料の
剥離作業に対して、厚生労働省労働基準局安全衛生部より、「鉛等有害物を含有する塗料
の剥離やかき落とし作業における労働者の健康障害の防止について」という通達が平成26年
5月末に出された。これは施工業者・作業者及び発注者にも周知徹底を求めたものだ。
本通達では、「剥離作業は必ず湿潤化して行う」事と、そうでない場合でも「湿潤化した場合
と同等程度の粉塵濃度まで低減させる」事を求めている。
　このような環境で、剥離剤を用いた下地処理工法が注目されており、弊社では環境対応型
剥離剤「パントレ」を開発した。
　「パントレ工法」は鋼道路橋の鉛等の有害物質を含んだ塗膜の剥離作業に向けて、
塩素系溶剤を含まず環境に配慮しており、もちろん、先の通達に沿った湿式工法で、
塗膜内部を湿潤化させて、旧塗膜剥離を容易に行うことが出来、有機則に該当しない
エマルション系剥離剤「パントレ」を使用する塗膜剥離工法である。

１）　「パントレ」の適用可能な塗装系
　　　①剥離可能な塗装系
　　　　　フタル酸樹脂塗料、塩化ゴム系塗料、ウレタン樹脂塗料、エポキシ樹脂塗料
　　　　　フッ素樹塗料、錆止め塗料、有機ジンクリッチ塗料等
　　　②剥離し難い塗料
　　　　　無機系塗料、ガラスフレーク入り塗料、無機ジンク等
　　　※さび、黒皮は除去できません。
２）「パントレ」の適用可能な塗膜厚
　　　　１回塗布・掻き取り（標準塗布量１㎏／㎡）にて、約５００μｍ
　　　　　　※旧塗膜の種類や、気候条件等により、１回にて剥離出来ない場合もあります。
　　　　　（※５００μｍ以上の場合は、２回塗布・掻き取りが必要となる場合があります。）
３）「パントレ」の適用可能な気温と湿度
　　　　　気温　５℃～３５℃　　　湿度　８５％以下
　　　　　　※５℃以下の場合、剥離性能が極端に下がります。

2、技術の適用範囲
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1、技術開発の背景及び契機



3、工程写真
パントレ吹き付け

　　軟化塗膜

　　　搔き取り作業
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　技術の内容 ダクタイル鋳鉄製　橋梁用伸縮装置

　1.概要

　　　■ボルト緊結構造で容易に製品の取替えが可能な伸縮装置。

　　　■材質は高耐久性のダクタイル鋳鉄を使用。

　　　■車両通行時の安全性確保（段差解消/耐スリップ）。

　　　■変形追従性に優れた止水ゴム。

　　　■基礎部は無収縮モルタルを使用、表層はアスファルトを基本。

　2.期待される効果

　　　①次回取替え時に後打ちコンクリートを撤去せずに製品のみを取替える

　　　　　ことで施工を省力化でき、周辺環境への影響を抑制できる。

　　　②また基礎モルタルの撤去が不要なので、産業廃棄物量の抑制並びに

　　　　　施工コストの低減が期待できる。

　　　③ダクタイル鋳物での一体成形なので、耐疲労性に優れる。

　　　④製品端部の半円形状が、段差・損傷・騒音の発生を抑制可能である。

　　　⑤耐スリップ構造の為、雨天時でも安全に通行可能である。

　3.適用範囲

　　　【 HDJ-20 】　・伸縮量20mm以下、適用最大床板遊間 80mm

　　　　　　　　　　　　・箱抜き高さ100mm以上、箱抜き幅335mm以上

　　　【 HDJ-40 】　・伸縮量40mm以下、適用最大床板遊間 100mm

　　　　　　　　　　　　・箱抜き高さ100mm以上、箱抜き幅350mm以上

　4.活用実績（2018年9月31日現在）

　　　国　　　　　　3件　（九州以外1件）

　　　都道府県　24件　（九州17件、九州以外7件）

　　　市町村　　　72件　（九州26件、九州以外46件）
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　5.写真、図

　　設置状況写真




